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米
相
対
価
格
が
上
向

く
。
資
材
価
格
高
騰
に
は

届
か
な
い
が
ほ
の
明
る
い

兆
し
。更
な
る
上
昇
期
待
。

　
　
　
　

×

　

台
風
14
号
に
つ
い
で
15

号
が
来
襲
。
静
岡
な
ど
で

大
き
な
被
害
。
発
災
後
の

支
援
は
迅
速
に
。

　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
で
国
民
の
動
員

始
ま
る
。
海
外
脱
出
も
相

次
ぐ
。
こ
う
い
う
の
は
何

難
民
と
い
う
べ
き
か
。

　
　
　
　

×

　

玉
鷲
が
最
年
長
で
秋
場

所
優
勝
。
素
晴
ら
し
い
奮

闘
。
成
績
振
る
わ
な
か
っ

た
大
関
ら
は
奮
起
を
。

信
越
農
業
特
集

信
越
両
県
の
果
樹
生
産
の
方
向
性
を
み
る〈
３
面
〉

「
未
来
に
続
く
、
信
州
の
豊
か
な
農
業
・
農
村
と
食
」

　

県
が
農
業
振
興
計
画
の
改
定
作
業
進
め
る〈
４
面
〉

将
来
展
望
が
持
て
る
新
潟
農
業
へ
振
興
計
画〈
５
面
〉

新
潟
県
農
業
の
主
力
、米
生
産
を
ど
う
す
る〈
５
面
〉

酪
農
・
畜
産
の
活
性
化
に
向
け
た
施
策
を
推
進〈
６
面
〉

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

２
０
２
５
年
の
農
林
業
セ

ン
サ
ス
に
関
し
て
農
水
省
が

提
案
し
た
農
業
集
落
調
査
の

廃
止
に
つ
い
て
、
各
所
か
ら

反
対
の
声
が
相
次
い
で
あ
が

っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
山
間
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
生
源
寺
眞
一

会
長
）
は
、
廃
止
に
対
し
、

農
村
振
興
や
そ
れ
を
支
え
る

学
術
研
究
に
深
刻
な
影
響
が

あ
る
と
し
て
、

意
見
書
を
ま
と

め
、
生
源
寺
会

長
が
、
統
計
部

長
及
び
農
村
政

策
部
長
に
提
言

し
た
。

　

意
見
書
で
は
、
国
の
職
員

の
削
減
な
ど
で
従
来
ど
お
り

の
調
査
の
継
続
が
困
難
な
事

情
も
理
解
で
き
る
と
し
な
が

ら
も
、
「
近
年
、
集
落
機
能

の
維
持
が
困
難
な
地
が
増
加

す
る
一
方
、
田
園
回
帰
な
ど

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
が
進
む
地
域
も
増
え
、
個

々
の
農
業
集
落
の
動
向
か
ら

目
が
離
せ
な
い
重
要
な
時
期

に
あ
る
」
と
指
摘
。
そ
の
う

え
で
、
「
国
の
統
計
調
査
と

個
人
情
報
の
利
用
に
関
す
る

地
方
自
治
体
の
理
解
と
協
力

を
得
る
よ
う
努
め
な
が
ら
調

査
方
法
や
調
査
項
目
の
改
善

な
ど
を
含
め
、
個
別
の
農
業

集
落
の
活
動
実
態
を
把
握
す

る
調
査
を
実
施
で
き
る
よ
う

な
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
廃
止
の
方
針
は
唐
突

に
提
起
さ
れ
た
感
が
あ
り
、

中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

し
て
も
、
地
方
自
治
体
や
全

国
の
研
究
者
と
早
急
に
意
見

交
換
し
提
言
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
農
水
省
に

お
い
て
も
、
も
う
少
し
時
間

を
か
け
て
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
村
計
画
学

会
（
一
ノ
瀬
友
博
会
長
（
慶

應
義
塾
大
学
教
授
））
は
、

調
査
継
続
に
関
す
る
要
望
書

を
９
月
22
日
、
統
計
部
に
提

出
し
て
い
る
。
同
要
望
書
で

は
、前
述
の
意
見
書
と
同
様
、

集
落
調
査
の
重
要
性
を
強
調

し
た
う
え
で
、
重
要
な
基
礎

資
料
で
あ
り
、
社
会
的
な
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
と
い

え
る
も
の
だ
と
表
現
。
「
廃

止
を
決
定
す
る
の
で
は
な

く
、
調
査
項
目
や
調
査
方
法

の
改
善
な
ど
の
見
直
し
を
含

む
調
査
継
続
の
検
討
を
強
く

要
望
す
る
」
と
し
て
お
り
、

廃
止
に
対
し
慎
重
な
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

こ
う
し
た
な
か
、
９
月
22

日
に
開
催
さ
れ
た
農
林
業
セ

ン
サ
ス
研
究
会
で
は
、
農
水

省
側
か
ら
改
め
て
集
落
調
査

の
方
向
性
が
提
起
さ
れ
た
。

研
究
会
で
は
、
第
１
回
の
研

究
会
で
委
員
か
ら
提
案
の
あ

っ
た
代
替
手
法
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
適
切
で
な
い

と
し
た
う
え
で
「
農
林
業
セ

ン
サ
ス
の
農
林
業
経
営
体
調

査
結
果
を
農
業

集
落
別
に
編
集

し
た
『
地
域
の

農
業
を
見
て
・

知
っ
て
・
活
か

す
Ｄ
Ｂ
』
を
活

用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
詳
細
に
把
握
・
分
析

で
き
る
」
と
し
て
、
改
め
て

調
査
廃
止
を
主
張
し
た
。

　

統
計
は
国
の
基（
も
と
い
）

で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な

議
論
が
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う

な
結
論
が
で
る
の
か
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

統計廃止しても農村の現状が見えるか

反
対
の
声
相
次
ぐ

25
年
農
業
集
落
調
査
廃
止
に

　

○
…
９
月
18
日
に
非
常

に
強
い
勢
力
で
鹿
児
島
に

上
陸
し
、
各
地
で
猛
威
を

振
る
っ
た
台
風
14
号
、
23

日
ご
ろ
か
ら
東
海
・
関
東

に
接
近
し
猛
烈
な
雨
を
降

ら
せ
た
台
風
15
号
に
よ
り

各
地
に
多
く
の
被
害
が
発

生
し
た
。

　

○
…
農
水
省
に
よ
る

と
、
台
風
14
号
に
つ
い
て

は
、
９
月
30
日
時
点
で
34

道
県
か
ら
被
害
の
報
告
が

あ
り
、
被
害
額
は
総
額
で

２
２
９
・
６
億
円
。
こ
の

う
ち
、
農
作
物
等
の
被
害

は
秋
田
、
新
潟
、
岐
阜
、

高
知
、
宮
崎
、
沖
縄
な
ど

25
県
の
２
万
２
４
０
６
ha

で
被
害
が
あ
り
総
額
は
43

・
９
億
円
。
家
畜
は
大
分
、

宮
崎
、
鹿
児
島
の
３
県
で

12
万
８
０
０
６
頭
・
羽
、

６
０
０
０
万
円
。
農
業
用

ハ
ウ
ス
は
新
潟
、和
歌
山
、

宮
崎
な
ど
21
県
で
３
５
４

２
件
、
11
・
５
億
円
。
農

業
・
畜
産
用
機
械
は
鹿
児

島
な
ど
２
県
で
被
害
が
あ

っ
た
。
な
お
、
上
記
の
数

値
は
都
道
府
県
か
ら
の
報

告
に
基
づ
く
も
の
で
今
後

の
調
査
の
進
展
に
伴
い
増

加
す
る
見
込
み
。

　

○
…
台
風
15
号
に
つ
い

て
は
、
９
月
30
日
時
点
で

は
調
査
中
な
と
こ
ろ
は
多

い
が
、
判
明
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
総
額
11
・
７
億
円
。

農
地
の
損
壊
が
48
カ
所
、

農
業
用
施
設
等
が
３
４
５

カ
所
な
ど
。

　

○
…
自
然
災
害
等
に
向

け
て
は
農
水
省
が
策
定
し

て
い
る
「
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
書
）」

の
活
用
や
収
入
保
険
へ
の

加
入
な
ど
事
前
の
準
備
も

必
要
だ
。

台
風
が
各
地
で
猛
威
振
る
う

台
風
14
・
15
号
被
害
の
お
見
舞
い

　
列
島
各
地
で
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
に
よ

り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
対
し

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
株
式
会
社 

国
際
農
業
社

農
政
審
に
新
た
な
部
会

希
望
の
持
て
る
将
来
像
検
討

　

施
行
か
ら
20
年
経
つ
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
以
下
、
基
本
法
）
の
改
正
に
向
け
て
本
格
的
な
議
論
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
９
月
29
日
に
農
水
省
内
の
講
堂
で
開
か
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
に
お
い
て
野
村
農
相
が

基
本
法
の
検
証
等
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
審
議
会
の
中
で
「
基
本
法
検
証
部
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
。
今

後
、
10
月
中
ご
ろ
ま
で
に
１
回
目
の
部
会
を
開
催
。
農
相
が
定
例
会
見
の
な
か
で
表
明
し
た
１
年
程
度
で
改
正
を
行

う
と
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
間
に
合
う
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

億
円
（
同
８
・
５
％
増
）。

　

外
需
は
ト
ラ
ク
タ
２
１
０

億
円
（
同
19
・
６
％
増
）、

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
６
７
８
億
円

（
同
38
・
１
％
増
）、
ミ
ニ

シ
ョ
ベ
ル
２
８
２
億
円
（
同

21
・
１
％
増
）
な
ど
が
増
加

し
、
合
計
は
１
８
１
０
億
円

（
同
34
・
８
％
増
）
で
、
22

カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。

　

日
本
建
設
機
械
工
業
会

（
本
田
博
人
会
長
）
は
、
９

月
29
日
、
２
０
２
２
年
８
月

度
の
建
設
機
械
出
荷
金
額
統

計
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
今
年
の
建
設
機
械
出

荷
金
額
の
総
合
計
は
前
年
同

月
比
25
・
４
％
増
の
２
６
１

７
億
円
で
22
カ
月
連
続
の
増

加
と
な
っ
た
。

　

内
需
に
つ
い
て
機
種
別
で

は
、ト
ラ
ク
タ
は
90
億
円（
前

年
同
月
比
18
・
９
％
増
）、

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
は
２
３
５
億

円
（
同
２
・
４
％
増
）、
ミ

ニ
シ
ョ
ベ
ル
64
億
円
（
同
４

・
０
％
増
）、
油
圧
ブ
レ
ー

カ
・
圧
砕
機
17
億
円
（
同
６

・
７
％
増
）、
そ
の
他
建
設

機
械
60
億
円
（
同
１
・
７
％

増
）
等
８
機
種
と
補
給
部
品

１
０
６
億
円
（
同
７
・
９
％

増
）
が
増
加
し
、
内
需
は
２

カ
月
連
続
の
増
加
で
８
０
７

シカの利用量が大幅に増加した

ジ
ビ
エ
利
用
18
％
増

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
設
立

　

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、
令

和
３
年
度
野
生
鳥
獣
資
源
利

用
実
態
調
査
を
ま
と
め
た
。

　

食
肉
処
理
施
設
が
令
和
３

年
度
に
処
理
し
た
野
生
鳥
獣

の
ジ
ビ
エ
利
用
量
は
対
前
年

　

審
議
会
で
は
は
じ
め
に
野

村
農
相
が
挨
拶
に
た
ち
「
制

定
か
ら
20
年
が
経
過
し
、
わ

が
国
の
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
想
定
し
得
な
い
レ
ベ
ル

で
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
総
理
か

ら
の
強
い
指
示
の
も
と
検
討

を
行
い
見
直
し
を
進
め
て
い

く
。
食
料
・
農
業
・
農
村
を

度
比
17
・
５

％
増
の
２
１

２
７
ｔ
と
な

っ
た
。
こ
の

う
ち
、
食
肉

と
し
て
販
売

し
た
数
量
は

同
11
・
７
％

増
の
１
３
２

４
ｔ
。
こ
れ

を
鳥
獣
種
別

に
み
る
と
、

シ
カ
が
９
４

７
ｔ
で
同
27

・
５
％
増
加
、
そ
の
他
鳥
獣

が
20
ｔ
で
同
33
・
３
％
増
、

イ
ノ
シ
シ
は
同
16
・
４
％
減

の
３
５
７
ｔ
。
都
道
府
県
別

で
は
北
海
道
が
最
も
多
く
７

６
２
ｔ
。
次
い
で
兵
庫
が
２

０
３
ｔ
、
長
野
が
１
５
１
ｔ

と
な
っ
て
い
る
。

　

食
肉
処
理
施
設
が
処
理
し

た
野
生
鳥
獣
の
解
体
頭
・
羽

数
は
同
７
・
９
％
増
の
14
万

４
８
９
６
頭
・
羽
。
鳥
獣
種

別
で
は
、
シ
カ
が
同
15
・
４

％
増
の
９
万
９
０
３
３
頭
、

そ
の
他
鳥
獣
が
同
18
・
６
％

増
の
１
万
６
１
９
７
頭
・
羽
、

イ
ノ
シ
シ
が
同
14
・
７
％
減

の
２
万
９
６
６
６
頭
。

　

な
お
、
環
境
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
狩
猟
及
び
有
害
捕

獲
等
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
の
捕
獲
頭
数
は
令
和
３
年

度
が
１
２
５
万
３
６
０
０

頭
、
う
ち
イ
ノ
シ
シ
は
52
万

８
６
０
０
頭
、
シ
カ
は
72
万

５
０
０
０
頭
だ
っ
た
。

　

農
水
省
で
は
、
９
月
20
日

付
で
「
ジ
ビ
エ
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
設
立
し
て
い
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ジ
ビ
エ
利

活
用
の
取
組
を
更
に
発
展
・

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

捕
獲
す
る
側
・
利
活
用
す
る

側
双
方
の
出
会
い
の
場
と
し

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
。
将
来
に
向
け
希
望

の
持
て
る
よ
う
な
将
来
像
を

描
い
て
ほ
し
い
」
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
見

直
し
の
背
景
を
説
明
。
そ
れ

を
受
け
て
各
委
員
が
意
見
を

述
べ
た
。
日
本
総
合
研
究
所

の
三
輪
泰
史
委
員
は
「
足
元

の
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

が
、
短
期
的
で
は
な
く
10
年

・
20
年
ス
パ
ン
で
考
え
た
と

き
、
今
後
も
直
近
と
同
様
の

リ
ス
ク
が
出
て
く
る
と
考
え

基本法改正へ議論始まる基本法改正へ議論始まる

ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
対
処

療
法
的
で
は
な
く
原
因
自
体

を
変
え
る
よ
い
機
会
と
し
た

い
。
ま
た
、ス
マ
ー
ト
農
業
、

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
一
部
の
農

業
者
、
一
部
の
農
村
が
導
入

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全

体
が
ス
マ
ー
ト
農
業
、
Ｄ
Ｘ

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
」。
日

本
法
人
協
会
副
会
長
の
齋
藤

一
志
委
員
は
「
農
外
か
ら
参

入
し
て
く
れ
た
人
も
多
く
い

た
が
、
ほ
ぼ
全
員
や
め
た
。

皆
さ
ん
非
常
に
や
る
気
が
あ

っ
た
の
だ
が
、
『
飯
が
食
え

な
い
』
か
ら
。
こ
の
仕
組
を

な
ん
と
か
今
回
の
基
本
法
の

見
直
し
で
少
し
で
も
改
善
で

き
れ
ば
」
な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　

今
後
、
10
月
中
ご
ろ
か
ら

部
会
を
定
期
的
（
月
に
２
回

程
度
）
に
開
催
し
、
有
識
者

へ
の
意
見
聴
取
も
含
め
検
討

を
進
め
農
相
か
ら
の
指
示
が

あ
っ
た
１
年
程
度
を
目
安
に

議
論
を
ま
と
め
る
。

て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
。

現
在
会
員
を
募
集
中
で
１
回

目
の
会
員
名
簿
の
公
開
は
10

月
頃
を
予
定
。
２
回
目
以
降

は
随
時
更
新
予
定
。
詳
細
は

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
Ｈ
Ｐ
（htt

ps://www.maff.go.jp/j/

nousin/gibie/partnersh

ipforum.html

）
。

巡
る
課
題
解
決
に
向
け
て
は

農
業
者
だ
け
で
な
く
、
食
に

関
す
る
全
て
の
事
業
者
、
消

費
者
と
幅
広
い
関
係
者
の
理

解
と
努
力
が
必
要
。
今
回
の

見
直
し
が
次
の
20
年
を
見
据

え
た
も
の
と
な
る
よ
う
活
発

な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
基
本
法
の
検
証

に
向
け
て
、
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会
に
お
い

て
、
新
た
に
「
基
本
法
検
証

部
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
部
会
長
に
は
東
京

大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学

研
究
科
の
中
嶋
康
博
教
授
、

部
会
長
代
理
に
東
京
大
学
の

大
橋
弘
副
学
長
が
就
任
。

　

部
会
の
設
置
に
つ
い
て
、

勝
俣
孝
明
副
大
臣
、
角
田
秀

穂
大
臣
政
務
官
、
藤
木
眞
也

大
臣
政
務
官
が
そ
れ
ぞ
れ
期

待
を
述
べ
た
。
角
田
政
務
官

は
「
先
日
、
高
知
で
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
た
最
先
端
の
農

業
現
場
を
視
察
し
た
が
、
そ

の
な
か
で
感
銘
を
受
け
た
の

は
今
ま
で
全
く
の
農
業
経
験

が
な
い
１
年
目
に
も
関
わ
ら

ず
、
気
候
デ
ー
タ
や
作
物
の

生
理
生
態
デ
ー
タ
等
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
は
じ
め
最
先
端

の
技
術
で
地
域
の
全
農
家
の

５
本
の
指
に
入
る
く
ら
い
収

量
を
上
げ
た
人
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
こ
と
。
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
で
農
業
は
や
っ
た

こ
と
は
な
い
が
、
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
人
の
敷
居
を
大

き
く
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
実
感
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
も
含
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
な
精
神
を
持
っ
た
人
が
参

諮問書を手交する野村農相（右）と農政審の大橋会長（左）

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
を
紹
介

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
４
号
発
行

ＪＩＣＡ

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｔ
（
日
・
ア
フ
リ
カ
農
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
の
形
で
紹
介
し

て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
第
４
号

を
発
行
し
た
。

　

第
４
号
で
は
、
ガ
ー
ナ
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
の
活

動
を
紹
介
し
て
い
る
。
ガ
ー

ナ
で
は
ア
シ
ャ
ン
テ
ィ
州
で

州
農
業
局
な
ど
と
今
後
の
連

携
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た

ほ
か
、
ガ
ー
ナ
灌
漑
開
発
公

社
が
管
轄
す
る
地
区
の
ほ
場

や
作
業
場
を
視
察
。

　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で

は
、
国
家
農
業
農
村
開
発
省

や
コ
メ
セ
ク
タ
ー
開
発
機
構

な
ど
政
府
機
関
と
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｔ
の
実
施
・
連
携
体
制
に

つ
い
て
合
意
。
加
え
て
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
実
施
中
の
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
国
産
米
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ェ
ー
ズ

２
」（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２
）
の

関
係
者
と
協
議
し
、
近
郊
の

ほ
場
や
精
米
所
の
見
学
な
ど

を
行
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
詳
細

や
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て

は
、
㈱
か
い
は
つ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

（
電
話
03
―
５
７
９
１
―
５

０
８
３
）。

出
荷
額
２２
カ
月
連
続
増

国
内
は
8.5
％
増
加
の
807
億
円
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